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１ 研究のねらい 

近年、学校現場ではビデオカメラの普及に伴って、動画を活用した学習指導が試みられるようになってきている。

しかし、学習環境の構築や編集作業等に多くの時間と労力を要し、教師の負担が大きいので、日常的に手軽に活用さ

れるまでには至っていない。 

動画を中心としたデジタルポートフォリオを日常的に活用していく

ためには、少ない労力で、誰にとっても手軽であり、簡単に行える必

要がある。そこで本研究では、学校現場にある機材でデジタルポート

フォリオを活用した学習指導ができるシステムを開発すると同時に、

そのマニュアルを作成し、どの学校でも実践できる環境の構築に取り

組んだ。さらに、開発したシステムを使って授業実践を行い、デジタ

ルポートフォリオの日常化を試みた。動画を中心としたデジタルポー

トフォリオの有効性を最も顕著に検証できるという観点から教科につ

いては、体育科を選択した。 

日常的なデジタルポートフォリオの実現は、児童にとって魅力ある

授業が展開され、学習を終えた時のデジタルポートフォリオは子ども

達の学びの足跡を記録した宝物となるに違いない。そして授業におけ

るICTの活用が、自ら課題を見つけ、自ら取り組む児童の学習を促進す

ることになると考えた。 

２ 企画の実際 

授業の最初に、タブレット PC で学習用コンテンツを表示しながら、

技能ポイントや練習方法を確認する一斉指導を行った。タブレット PC

は教室前廊下に設置し、いつでも見ることができるように工夫した。

また学習時にはタブレット PC本体を運動場に持ち出し、デジタルカメ

ラを接続して必要な時にいつでも学習用コンテンツやポートフォリオ

を閲覧できるようにし、児童が主体的に学習に取り組めるように試み

た。（図１）  

運動場での授業終了後、児童はタブレット PCとデジタルカメラを教

室に持ち運んだ。教室でデジタルポートフォリオ（図２）を閲覧しな

がら、学習の振り返り活動を行った。前時までのバトンパスと本時の

バトンパスを比べたり、学習用コンテンツの模範演技と比べたりしな

がら、学習成果や次時のめあてを見つける活動を行った。 

振り返り活動（図３）の中で、友達のよくなったところを見つけた

り、また、自分の映像を見た後、グループ内の模範となる友達の映像を見

て、比較したりすることで、達成感や次時のめあてを持つことができたよ

うである。 

３ 研究の成果 

・これまで蓄積することが難しかった屋外で学習する領域において、手軽

で簡単にデジタルポートフォリオを蓄積し、活用することができるシス

テムが実現した。 
・教員は動画ポートフォリオを作成するために多くの労力を費やすことな

く、動画ポートフォリオの閲覧に十分時間を費やすことができた。この

ことにより、児童一人一人の成長やつまずきがわかり、適切な支援がで

きるので日常化につながった。 
・児童は自分の学習活動を客観的に見ることができるので、よいところや

修正するところに気づき、自分なりのめあてを持ちながら意欲的に学習

できた。 
・上達する姿が目に見える形で残っていくことで、児童の達成感や学習意

欲の向上に結びついた。 

図１ 主体的に課題を見つける 

図２ デジタルポートフォリオ画面 

図３ 学習の振り返り 


